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研究成果の概要（和文）：1961、1973、1983、1993、2002、2007、2012、2017年に福岡県久山町健診受診者のう
ち40歳以上を対象とした。高血圧者の血圧管理状況は降圧薬の普及により着実に改善しているが高血圧者の約半
数は血圧管理が不十分であった。さらに、高血圧の管理状況別にその後の心血管病に及ぼす影響を1974年と2002
年健診受診者のうち心血管病既往のない40-79歳（それぞれ1,972名、2,854名）を15年間追跡した成績を用いて
検討した。血圧異常が心血管病発症に及ぼす影響は時代と共に低下した。一方で、高値血圧以上の血圧上昇者、
管理不良者では正常血圧者に比べ心血管病の発症リスクが高かった。

研究成果の概要（英文）：Community surveys took place in 1961, 1973, 1983, 1993, 2002, 2007, 2012, 
and 2017 in a Hisayama town of Japan. Overall, the blood pressure control status of hypertensives 
was steadily improving over the 50 years due to the widespread use of antihypertensive drugs. 
However, approximately half of the hypertensives had inadequate blood pressure control. Furthermore,
 we established 2 cohorts consisting of residents aged 40-79 years in a Japanese community, in 1974 
(n=1972) and 2002 (n=2854), and followed up each cohort for 15 years. The impact of abnormal blood 
pressure on the development of cardiovascular disease has decreased over time. On the other hand, 
the risk of developing cardiovascular disease was higher in those with elevated or poorly controlled
 blood pressure above hypertension than in normotensive individuals.

研究分野： 高血圧

キーワード： 高血圧　時代的変化　血圧管理状況　心血管病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国の2010年以降の高血圧管理状況を詳細に検討した報告は少なく、また高血圧管理状況が心血管病などの高
血圧合併症や生命予後に与える影響の検討については欧米人を対象とした研究は散見されるがわが国の地域住民
を対象に時代毎に検討した報告はない。本研究では降圧治療に加えて高血圧に対する啓発活動の推進の重要性が
示唆された。さらに追跡調査の成績から血圧異常が心血管病発症に及ぼす影響は時代と共に低下したが、それで
もなお高値血圧以上の血圧上昇者に対する血圧管理の徹底が重要であることを明らかにした。これらの成果は心
血管病の予防法の確立に有用な情報であり、ひいては医療費・介護費の削減につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
わが国における高血圧に起因する脳心血管病死亡者は年間約 10 万人と推定されており、その

予防のために高血圧の早期診断・治療・管理が推奨されている。過去 50 年間にわが国の脳血管
障害は大幅に減少したが、これは高血圧管理の普及によるところが大きい（Circulation 
2013;128:1198）。しかしながら、近年、高血圧の診断方法は進歩したにも関わらず病院で治療を
うけておらず、さらに降圧療法は進歩したにも関わらず降圧目標への未達成者が多い、いわゆる”
高血圧パラドックス”が問題とされている。脳心血管病の発症・進展・再発による死亡や QOL
の低下を抑制するためには、疫学研究により地域住民の高血圧管理の実態とその予後の時代的
変化を明らかにする必要である。 
欧米における地域住民を対象に高血圧管理の時代的変化を検討した先行研究では、1990 年代

後半から 2000 年代初頭にかけて高血圧の診断と治療の普及により、高血圧の認識、治療および
管理率は改善したが（Circulation 2016;134:441）、2010 年以降はプラトーに達し、2013 年代か
ら低下傾向にあることが報告されている（JAMA 2020; 324:1190）。わが国でも 1980 年代から
2010 年にかけて高血圧の治療および管理率は改善したが（Circ J 2013;77:2226, J Hypertens 
2017;35:401）、他の高所得国と比較し、治療および管理率は低く（Lancet 2019;394:639）、2010
年以降の高血圧管理の状況を詳細に検討した報告はない。また、これら報告は国民健康調査の結
果であり、地域住民を対象に長期にわたる高血圧の管理状況の時代的変化を検討した研究はな
い。さらに、高血圧の管理状況が心血管病および認知症などの高血圧合併症や生命予後に与える
影響の検討については、欧米人を対象とした研究（BMJ Open 2013;3:e003423）は散見される
が、わが国の地域住民を対象に時代毎に検討した報告はない。わが国では 2008 年から特定健康
診査、特定保健指導が始まり生活習慣病への認識・治療の意識が確実に高まった。医療保険制度
の普及は人々の高血圧の発症予防、治療・管理状況や高血圧合併症に影響を与える可能性がある
が、地域住民を対象に高血圧の管理状況が高血圧合併症発症に与える影響について検討した研
究は存在しない。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、日本人の地域住民を対象に半世紀以上にわたり蓄積された疫学調査の成績
を用いて、時代の異なるコホートを設定し、高血圧の管理状況の時代的変化を明らかにする。さ
らに、その高血圧の管理状況別にみた累積リスクがその後の心血管病、認知症の発症、および死
亡に及ぼす影響を時代毎に検討する。 
 
 
３．研究の方法 
a. 高血圧管理状況の時代的推移 
 1961 年、1973 年、1983 年、1993 年、2002 年、2007 年、2012 年、2017 年に久山町の循環器健
診を受診した 40 歳以上の男女，それぞれ 1,658 名、2,135 名、2,551 名、2,111 名、3,298 名、
3,376 名、3,390 名、3,464 名を対象とした。血圧は健診時に安静後 3 回測定し、その平均値を
解析に用いた。高血圧は血圧 140/90mmHg 以上または降圧薬服用と定義し、その有病率を年齢調
整して検討した。 
 
b. 血圧管理レベル別にみた心血管病発症率の時代的推移 
1974 年、2002 年に福岡県久山町の循環器健診を受診した心血管病の既往のない 40-79 歳の男

女（それぞれ 1972 名、2854 名）の 2 集団を、血圧管理レベル別に 15 年間追跡した。各集団の
健診時の血圧管理レベルは、以下の 6群に分類した：非高血圧者においては、(1)正常血圧群(血
圧 120/80 mmHg 未満)、(2)正常高値血圧群(血圧 120-129/80 mmHg 未満)、(3)高値血圧群(血圧
130-139/80-89 mmHg)の 3群に分類し、高血圧者においては(4)未治療群（降圧薬服用なし＋血圧
140/90 mmHg 以上）、(5)管理不良群（降圧薬服用あり＋血圧 140/90 mmHg 以上）、(6)管理良好群
（降圧薬服用あり＋血圧 140/90 mmHg 未満）の 3 群に分類した。血圧管理レベル別の心血管病
（脳卒中または虚血性心疾患）発症率を、人年法を用いて算出した。 
 
 
４．研究成果 
a. 高血圧管理状況の時代的推移 
高血圧の有病率は、男性では1961年の38%から2017年の43%と有意な変化を認めなかったが、

女性では 1961 年の 36%から 2017 年の 29%と有意に減少した。一方、対象者全体に占める降圧薬
服用者の割合は 1961 年では男女ともに 2.2%であったが、2017 年では男性 29%、女性 21%と有意
に増加した。高血圧者のうち降圧薬服用により血圧 140/90mmHg 以下に管理されている者の割合
は、1973 年の 3.8%から 2017 年の 53%と増加した。一方、2017 年の調査においても、高血圧者の



47%が血圧 140/90mmHg 以上であり、そのうち降圧薬を服用しているにもかかわらず血圧
140/90mmHg 以上の者は 22%、高血圧を認識しているが未治療の者が 7.4％、高血圧の認識がない
者が 17%であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b. 血圧管理レベル別にみた心血管病発症率の時代的推移 
 1974 年の集団における心血管病発症率(性年齢調整後、対 1,000 人年)は、(1)正常血圧群 3.0、
(2)正常高値血圧群 5.2、(3)高値血圧群 8.6、(4)高血圧未治療群 14.8, (5)高血圧管理不良群
18.8、(6)高血圧管理良好群 15.1 であり、正常血圧群と比べて高値血圧群および高血圧未治療
群・管理不良群において有意に高く、一方で、高血圧管理良好群では管理不良群に比べて低い傾
向を認めた。同様の検討を 2002 年の集団において実施したところ、(1)4.2、(2)4.5、(3)6.7、
(4)9.4、(5)9.1、(6)7.5 であり、いずれも 1974 年の集団と同様のパターンを認めた。 
わが国の地域住民において、高血圧者における血圧管理レベル別にみた心血管病発症率は時

代と共に低下したが、いずれの集団においても高値血圧者および高血圧未治療者・管理不良者で
は、正常血圧者に比べ心血管病発症率が高く、適切な降圧管理によりその発症率は低下する傾向
を認めた。わが国における心血管病の予防対策を更に推進する上で、高値血圧以上の血圧上昇者
に対する血圧管理の徹底が重要であることが示唆された。以上の成果は国内の学会で発表し、医
学英文誌に論文として投稿予定である。 
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